SONY. 


4-411-333-03(1) 


ワイヤレス 

ステレオへッドセット 


取扱説明書 


お買い上げいたださありがとラござい 
まず。 


電気製品はま全のためのま 
意事項を守らないと、火災 
や人身事故になることびあります。 

この取掘説明書には、事故を防ぐための重 
要な注意事項と製品の取り扳いかたを示し 
ています。 この取扱説明書をよくお読みの 
ラえ、 製品を安全にお使いください。お読 
みになったをとは、い二》でち)貝>5れるとこ 
0 uiuciooiri ろに必ずな管してください。 


A 警告 


XBA-BT75 



么警告 I 安全のために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて 、まちがった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
事故になることびあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守り<ださい。 


ををのためのミち意事項を守る 


この「安全のために」の注意事項をよ<お読み 
<ださい。 


定期のに点検する 


1 年に一度は、ほこりびたまっていないか、故 
障したまま使用していないか、などを点検して 
<ださい。 


故障した5使わない 


動作がおかしくなったり、破損しているのに気 
づいたら、すぐにお買い上げ店またはソニーサー 
ビス窓□に修理をご依頼ください。 


万一、異常び起きた6 


〇電源を切る 

© 充電中の場合はキヤ U ングケースをパソコ 
ンなどからはずし、ヘッドセットをキヤリ 
ングケースからはずす 

0 ソニーの相談窓 □ (裏表紙）またはお買い 
一 上げ店、ソニーサービス窓□に修理を依頼 
2 する 



警告表示の意味 

取扱説日月書および製品では、 
次のよラな表示をしています。 
表示の内容をよ<理解してか 
6本文をお読み < ださい。 

IA 危哟 

この表示の注意事項を守らな 
いと、火災•感電•漏液，発熱- 
破裂などによ0死 t や大けび 
などの人身事故び生じます。 



この表示のま意事頂を守6な 
いと、火災-感電などによ0 
死 t や大けびなど人身事故の 
原因とな0ます。 

IA 注意 I 

この表示の注意事項を守らな 
いと、感電やその他の事故に 
よ0けびをした0周辺の家財 
に損害を与えた0することび 
あります。 

ま意を促す記号 

A A A 

ミ主意 义災 感電 

行為を禁止する記号 

0 ® 

禁止 接軸禁止 

分解禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 

指^ 






各部のなまえと働を . 

へッドセット . 

キヤ U ンフ了ース . 

本機を巧電ずる . 

へッドセットとキヤリングケースを同時に充電する 

キヤリングケースのみを巧電する . 

へッドセットをキヤ U ングケースで充電する . 

ペアリングずる . 

ペアリングとは . 

ペアリングの手順 . 

本機を装着ずる . 

イヤーピースの正しい装着方法 . 

かりが00か機能のランプ表示 . 


艮山が00ホ無線挽耐こついて ..... 
こんなことびでさまず . 

Bluetooth 機器基本操作の流れ 








本機を廃棄ずる . 31 

使用上のごま意 . 32 

故障かな？と思った6 . 34 

欄 . 34 

充電するとき . 35 

音楽を聞くとを . 35 

通話するとを . 36 

本機を初期化ずる . 36 

保証書とアフターサービス . 37 

ま船様 . 38 

mm . 38 

ワイヤレスステレオへッドセット . 39 

USB 充電のパソコン推奨環境 . 39 


音楽細く . 25 

送信側が ue に0ホ機器を操作する - AVRCP . 26 

通話ず3 . 27 

が ue に0ホ対応携帯電話を操作する- HFP、HSP . 29 

音楽再生中に通話をずる . 30 
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A 危均逸 ^ A 

义災 感電 


下記の注意事項を守らないと义災 • 

感電•巧熱•巧义にょり死亡 

や大け'がの原因となりまず。 


付属 W かの USB ケーブル、キヤリングケースをほわない 

充電するとをは、必ず付属の USB ケープル、キサリングケースを使巧し 
て < ださい。 

破裂や電池の液漏れ、過熱などにより、火災やけび、周囲のミち損の原因となりま 
す。 


0 

禁止 


巧餐なかの USB 巧電 AC 電源アダプターを皮わない 

USB 充電 AC 電源アダプターを用いて充電するときは、必ず推奨の 
AC-U501AD (別売）を使巧してください。 


0 


义の中に入れない 



禁止 


分躲しない 

故障や感電の原因となります。充電式 
電池の交換、内部の点検および修理はソ 
ニーの相談窓 □ (裏表紙）またはお買い 
上げ店、ソニーサービス窓□にご依頼く 
ださい。 


义のそばや炎天下などで巧電したり、»置しない 

0 

- 禁止 
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A 警告 1 A A 

火災 感電 


下記の ミ 主意事項を守ちないとジ^災 • 

感電•巧熱•巧义によりやけ 

どや 大け"が の原因となります。 


道路交通法に従って安を運面ずる 

運転者は道路交通まに従う義務びありまず。前方ま意を 
おこたるなど、ま全運転に反する行為は違法であり、事 
故やけがの原因となりまず。 

• 運輯中は本機および携帯電話を使巧しない。 

• 運転中に携帯電話の画面を注視しない。 

• 運転中切がでち、踏切や駅のホーム、車の通る道、工事現場など、周囲の音び 
聞こえないと危険な場所ではへッドセツトを使わないでください。 



内部に水や真物を入れない 

本機は防水仕様ではありません。 

水や異物び入ると火災や感電の原因になります。 
万一、ホ:や異物び入ったときは、すぐに使用を中止 
し、お買い上げ店またはソニーサービス窓□にご 
ネ目談ください。 



へツドセツトやキヤリングケースを 
巧団などでおおつたが態でほわない 

熱びこちってケースび変形したり、火災の原因とな 
ることがあります。 



次のページにつづ< 
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I A ク ±±| 下記のま意事項を守らないとけがをしたり周辺の 
1/へ；上思 I 家財に損害を与えたりすることびありまず。 


大音量で長時問続けて聞さずぎない 

• 耳を刺激するよラな大をな音量で長時間続けて聞く 
と、聴力に悪い影響を与えることびあります。耳を守 
るため、音量を上げすぎないよラにご注意<ださい。 

本機につないでいるだ/ uetoo ホ機器によっては、通話 
時に八ウ U ング現象びおさることびありますので、常に適度な音量を保つよ 
ラにして < ださい。 



はじめから音量を上ばずぎない 

突然大きな音び出て耳をいためることびあります。音量は徐々に上げま 
しぶラ。 


Q 


通電中の製品に長時問ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低温やけどの原因になること 
びあ0ます。 


Q 

禁止 


本傑をズボンなどのをろのポケットに入れて 
应らなし、 

変形や故障の原因となることびあります。 



へツドセツトを巻を付けたまま、 
かばんの中に入れ、かか5大をな力を 
加えない 

変形や故障の原因となることびあります。 
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I A な ±1 下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の 
|/!\;±思 I 家財に損害を与えたりずることがあります。 



本おを硫空お巧でほわない 

電波び影響を巧ぼし、誤動作によるま故の原因となるおそれびあ 
ります。 

0 

禁止 

本機を医療傑器の近<でほわない 

0 

禁止 

電波びわ臓ペース 一力一や医療用電気機器に影響を与えるおそ 
れびあります。満員電車などのミ昆雑した場所や医療機関の屋内で 
は使わないでください。 

本機を•む腺ペースメーカーの装着部位か 6 22 cm な上斑 
ず 

電波によりペース 一力一の動作に影響を与えるおそれびありま 
す。 

A 

を意 

本機を自動ドア、义災巧知器などの自動制御傑器の近< 

では皮わない り 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれびあ ^ 

ります。 

本機は、国内き巧でず 

〇 

指示 

海外では国によって電波使巧制限びあるため、本機を使巧した場 
合、罰せられることびあります。 
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電おについてのまを上のごを意 

お漏れ • 破裂 • 巧熱 • 巧义 • 誤巧に ょる大けがゃ失明を猫ブ 
るため、下記の注意事項をおずおずりください。 


[2 L 危険]巧電式電池び巧漏れしたとを 

充電式電池の液び漏れたときは素手で液をさわらない 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓 □ (裏表祇）またはソ 
ニーサービス窓□にご相談ください。 

ミ夜び目に入ったときは、失明の原因になることびあるので目をこすらず、す 
ぐに水道水などのをれいな水で巧分洗い、ただちに医師の治療を受けてく 
ださい。 

液び身体や衣服についたとさち、やけどやけびの原因になるので、すぐに去 
れいな水で洗い琉し、皮膚に炎症やけびの症状びあるとをには医師に相談 
して < ださい。 


险警告]巧電式電細こついて 

•付属の USB ケーブル、キヤ U ングケースし乂がで充電しない。 

• 乂の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 乂のそばや直射曰光の当たるところ‘炎天下の車中など、高温の場所で使 
巧‘イ呆管’放置しない。 

• 外装のビニールチュープをはびしたり傷つけたりしない。 


[2 L ま意!]曰本国巧での巧電式電巧の属棄について 

U チウムイオン電池は、 U サイクルでをます。不要になったリ 
チウムイオン電池は、金属部にセ□ノ '^ンテープなどの絶縁テー 
プを貼って U サイクル協力店へお持ちください。 

Li-ion 

充電式電池の回収 • U サイクルおよび U サイクル協力店については一般社団 
法人」 BRC ホームページ 

http://wwwjbrcnet/hp/contents/index.html 
を参照して < ださい。 
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Bluetooth 機器について 


傑器認定について 

本機は、電波法に基づ < ル電カデータ通信システムの無線設備として、認証を 
受けています。がって、本機を使用するときに無線局の免許は必要ありません。 
ただし、じ(下の事項を行ラと法律に罰せられることびあります。 

•本機を分辭/改造すること 
• 本機に貼ってある罰明ラベルをはびすこと 


周ミぶ a について 


本機は 2.4 GHz 帯の2.4000 GHz から2.4835 GHz まで使巧できますび、他の無 
線機器ち同じ周波数を使っていることびあります。他の無線機器との電波干渉 
を防止するため、下記事項に注意してご使巧ください。 


本傑の皮用上のミち意事]! 

本機の使用周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯では電子レンジ等の産 
業•科学’医療巧機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等で使用 
される免許を要する移動体識別巧構内無線局、免許を要しない特定のル電 
力無線局、アマチュア無線局等（切下「他の無線局」と略す）び運巧されて 
います。 

1. 本機を使巧する前に、近くで「他の無線局」び運巧されていないことを確 
認してください。 

2. 万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉び発生した場合には、速や 
かに本機の使巧場所を変えるか、または機器の運用を停止（電波の発射 
を停止）してください。 

3. 不明な点その他お困りのことび起をたとさは、ソニーの相談窓□までお 
問い合わせください。ソニーの相談窓□については、本取扱説明書（裏表 
紙）をご覧<ださい。 


この無線機器は 2.4 GHz 帯を使巧します。変調方式 
として FH-SS 変調方式を採巧し、与干渉距離は10 m 
です。 


2.4FH1 

[ ^ ] 


ぶリが00めとその□コマークは、 Bluetooth S に, INC の商標で、ソニーはライセ 
ンスに基づを使巧しています。その他、本書に記載されているシステム名、製品 
名は、一般に各開発メーカーの登録商標あるいは商標です。 
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Bluetooth 無線技術について 


が ue 化0か®無線技術は、パソコンや 
デジタルカ ラなどのデジタル機器 
同±で通信を行ラための近距離無線 
技術です。およそ]日 m 程度までの 
距離で通信を行ラことびできます。 
必要に応じて2つの機器をつなげて 
使ラのび一般的な使いかたでずび、1 
つの機器に同時に複数の機器をつな 
げて使ラことちあります。 

無線技術によって USB のよラに機器 
同±をケープ J レでつなぐ必要はなく、 
また、ホが線技術のよラに機器同± 
を向かい合わせたりする必要ちあり 
ません。例えば片方の機器をかばん 
やポケットに入れて使ラことちでき 
ます。 

Bluetooth 標準規格は世界中の数千社 
の会社び賛同している世界標準規格 
であり、世巧中のさまざまな;><ーカー 
の製品で採用されています。 


Bluetooth 機能の巧応パージヨ 
ンとプ□ファイル 

プ□ファイルとは、 Bluetooth 機器の 
特性ごとに機能を標準化したをので 
す。本機は下記のだ/ (がめ0 化バージョ 
ンとプ□ファイルに対応しています。 
対応 Bluetooth ) てージョン： 

Bluetooth 標準規格 Ver . 3.0 準拠 
対応目 luetoo か プ□ファイル： 

- A 2 DP (Advanced Audio Distribution 
Profile ) :高音質な音楽コンテンツを送を 
信する。 

-AVRCP (Audio Video Remote Control 
Profile ) :再生、一時停止、停止など、 

AV 機器を操作する。 

- HSP (Headset Profile ) * :通話/携帯 
電話を操作する。 

- HFP ( Hands-free P の file )*: ハンズフリー 
で通話/携帯電話を操作する。 

* 携帯電話の Bluetooth 機能び HFP と 
HSP の両方に対応している場合は 、 HFP 
( Hands-free Profile ) を使用してくださ 

い。 

ごま意 

•抓 / e の0か機能を使うには、ネ目手側 
Bluetooth 機器び本機と同じプ□ファイ 
ルに対応している必要びあ0ます。 

ただし、同じプ□ファイルに対応してい 
てち、加 jefoo か機器の仕様により機能 
び異なる場合びあ0まず。 

• 6/ ue の0か無線技術の特性により、送信 
側での音声-音楽再生に比べて、ワイヤ 
レスオーディオレシーバー側での再生び 
わずかに遅れます。 
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こんなことがでをます 


本機は、 6/u が00か無線技術を利用したワイヤレスステレオへッドセットです。 
• コー ド途中の コン ト □ー ルボックスをなくしたワイヤレスへッドセット。 

• が U が0がわ対応音楽プレーヤー(携帯電話、デジタル S ユージックプレーヤー、 
Bluetooth トランス S ッターを接続したデジタル S ユージックプレーヤーな 
ど）*1の音楽をワイヤレスで楽しむことびでをます。 

• 高い遮音性を持たせた匡体構造により、音漏れをあ減し、周囲の騒音を抑制。 
• へッドセット約 2.5 回分の巧電容量を持つ内蔵充電式電池をキャ U ングケー 
スに搭載。未使用時にキャ U ングケースに収納しなびら充電び可能。 

• が U が0がわ標準規格 Ver.3.0 採用。 

周囲の電波の影響による音切れび発生しにくい EDR (Enhanced Data 
Rate) 2Mbps 伝送に対応。また、通信状態び悪い状況下では、サウンドク 
オリテイを Standard (デフオルトは High quality) に選択することで安定 
した通信状態を保持。 

• が U が0がわ対応* 2 スマートフオン、携帯電話の从ンズフ U —通話び可能。 

• 操作性を重視したシンプルなインラインリモコン。 

AVRCP に対応* 3 、音楽再生時、再生/-時停止/曲送り/曲戻しに対応。 

• 便利な USB 充電式。 

• 高音質な通話を可能にするエコーキャンセレーシヨンとノイズサプレッシヨ 
ンを搭載。 

• ワンセグ音声をワイヤレスで楽しめる SCMS-T 対応。 

Bluetooth 無線技術については ] 日ページをご覧<ださい。 



*1 接続する Bluetooth 機器び A 2 DP 
に対応してレる必要びあります。 
接続する Bluetooth 機器び HSP ま 
たは HFP に対応している必票びあ 
ります。 

* 3 接続する Bluetooth 機器び AVRCP 
に対応してし、る必票り部ります。 


Bluetooth 機器昼本操作の流れ 


ペア y ングずる 

音楽送信に対応した Bluetooth 機器と本機を、接続巧手として登録します。 
一度ペア U ングすれば、次回からペア U ングする必要はありません。 

Bluetooth 対応 吉 
携帯電話 など 1 


声^ワイヤレス 

ステレオヘッドセット 


ペアリング 




->20 -21 ぺージ 


通^る 


Bluetooth 接続ずる 

加が too ホ機器を操作して、 
Bluetooth 接続します。 



音楽を聞< 


Bluetooth 機器で再生する音楽 
を本機で聞くことびでをます。 
音楽の再生、一時停止または停 
止などを、本機で操作でをます。 



->25-26 ぺージ 


Bluetooth 接続ずる 

本機の電源を入れると、自動的 
にペア U ングした携帯電話と 
Bluetooth 接続します。 



接続 

■! り ■ 

•>27〜28ぺージ 










準備 


各部のなまえと働を 


ペツドセット 



田巧電端子 

回ランプ倩）/ (赤） 

本機の通信状態（青）-電源状態 
(赤）を表おします。 

充電時に点巧（ホ）します。 

回リセットボタン 
团マイク 

固广 （マルチフアンクシヨン） 
ボタン 

電源を入れたり、本機で通話す 
るとさや音楽を聞<とさにさま 
ざまな機能を操作します。 


固イヤーピース 
团八ンガー 

耳に合わせてノ '^ンガーの形状び 
変えられます。 

圃+ */ -ボタン 

本機で通話するとをや音楽を聞 
くときは、ル刻みに巧して本機 
の音量を調節します。 

また、本機で音楽を間くときは、 
長押しして曲送り/曲戻しなど 
をします。 

* 凸点（突起） び付いています。 操作 
の目印としてお使いください。 
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キヤリングケース 


表面 



田巧電ランプ（ホ） 

充電中に点灯します。 

图ふた 

へッドセットを充電するときは、 
ふたを閉めて < ださい。 

ごま意 

ふたを閉めないと、ヘッドセットは充 
電されません。 

图巧電端子 

愈表示のあるほうのへッドセッ 
卜をセツトして、へッドセット 
の充電をします。 


裏面 



团ホ USB 端子 

固電池残量ランプ 

点滅回数でキヤ I 」ングケースの 
内蔵電池残量を確認でをます。 

固電池残量確認ボタン 

キヤ U ングケースの内蔵電池残 
量を表示するとをに使います。 
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ぺッド七ットを正し<収納ずる 

キヤ U ングケースにへッドセットを 
入れて持ち運ぶときは、 ® 表示のあ 
るへッドセットを左側のくぼみに入 
れます。次に、©表示のあるヘッド 
セットをち側の <ぼみに入れてから、 
ふたを閉めます。 



本機を巧電する 

へツドセツトとキヤリングケースは U チウムイオン充電式電池を内蔵していま 
す。充電してか6お使いください。ヘッドセットを巧電するには、付属のキヤ 
U ングケースび必要です。 


ベッドセットとキャリング 
ケースを同時に巧電する 

1ヘッドセットをキャリングケー 
スに収納ずる。 

収納のしかたについては、「へッ 
ドセットを正しく収納する」 （15 
ページ）をご覧<ださい。 

へッドセツトの充電ランプび右側 
にあるのを確認してください。 


へッ ドセツトの巧電ランフ 



キヤリングケースの巧電ランプ 

2キヤ U ングケースのふたを閉め 
る。 

カチッと音びするまでしっかり開 
めて < ださい。 

ごま意 

讯たを閉めないと、ヘッドセットは巧 
電されません。 


3 付属の USB ケープルをキャリ 

ングケースとパソコンにつな 
ぐ。 

USB ケーブルのコネクターは、 

中マークを上にして差し込みま 
す。 



キヤリングケースとパソコンをつ 
なぐと充電び始まります。 

へツ ド セツ トとキヤ U ングケース 
のな電ランプびそれぞれ点灯して 
いることを確認してください。巧 
電ランプはキヤ U ングケースのふ 
たを閉めたままで確認でをます。 
へツ ド セツ トの充電時間は約2時 
間#、キヤ I 」ングケースの充電時 
間は約3時間 > で売了し、それぞ 
れ巧電ランプは自動的に消なしま 
す。 

>電池残量びない巧態から、満巧電ず 
るのにかかる時間 
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• へッドセットとパソコンを直接 USB ケー 
ブ) レでつなぐことはでをません。 

• へッ ド セッ トやキヤ U ングケースを長期 
間お使いにならなかった禮に充電を行 
なった攝合、 USB ケープルをバソコンに 
つないでちへ ッ ド セッ トやキヤ U ング 
ケースの充電ランプびすぐに点灯しない 
場合びあ0ます。その場合は、キヤ U ン 
グケースか6 USB ケープルをはずさず、 
へッ ド セッ h やキヤ U ングケースの充電 
ランプび点巧するまでしば6 < お待ち< 
ださい。 

• USB 巧電に対応しているバソコンの巧擊 
環境については、 「 USB 充電のパソコン 
推奨環境」 （3 弓ページ）をご實ください。 

ぐヒント 

• キヤ U ングケースの電池残量び充分にあ 
るときは、バソコンと US 目接続していな 
いとをでち、ヘッドセットを充電でをま 
す。充電中はへッドセットの充電ランプ 
び点灯し、完了すると消灯します。 

• へッドセットの電源び入ったままキヤ U 
ングケースに収納し、キヤ1」ングケース 
の,ふたを閉めると、ヘッドセットの電源 
は自動的に切れ充電を開始します。 

• 電源コンセントとキヤ U ングケースをつ 
ないで充電するときは、 USB 巧電 AC 電 
源アダプター AC - U 501 AD (別売）をお 
使いください。詳しくは、 USB 巧電 AC 
電源アダプターに付属の取扱説明書をお 
読み < ださい。 

• 充電中はへッドセツトの電源を入れるこ 
とびでをません。 


キヤ U ングケースのみを巧電 
する 

キヤ U ングケースをあらかじめ巧電 
しておくと、パソコンと USB 接続し 
ていないとさでち、ヘッドセットを 
充電でさます。 

1付属の USB ケーブルをキヤリ 
ングケースとパソコンにつな 

ぐ。 

USB ケープルのコネクターは、 

ホマークを上にして差し込みま 
す。 



キヤリングケースとパソコンをつ 
なぐと充電び始まります。 

キヤ U ングケースの充電ランプび 
点灯していることを確認してくだ 
さい。充電は、約3時間*で完了 
し、充電ランプは自動的に消灯し 
ます。 

* 電油残量びなし'!状態から、お充電ず 
るのにかかる時間 
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ベッドセットをキヤリング 
ケースで巧電する 

キヤ U ングケースをあらかじめ充電 
しておくと （17 ページ）、パソコン 
と USB 接続していないときでも、へッ 
ドセットを充電でさます。 

1ヘッドセットをキヤリングケー 
スに収納ずる。 

収納のしかたについては、「へッ 
ドセットを正しく収納する」 （15 
ページ）をご覧ください。 

2キヤ U ングケースのふたを閉め 
る。 

カチッと音びするまでしっかり開 
めてください。 

ごま意 

&たを閉めないと、ヘッドセットは巧 
電されません。 

キヤ U ングケースのふたを閉める 
とへッドセットの充電び始まりま 
す。 

へッドセットの充電ランプび点な 
していることを確認してくださ 
し、充電ランプはキト U ングケー 
スのふたを閉めたままで確認でさ 
ます。 

へッドセットの充電時間は約2時 
間 A で完了し、巧電ランプは自動 
的に消むします。 

* 電池残量びない状態から、満充電す 
るのにかかる時間 
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警告 

本機は切下の原因などにより、充電 
中に異萬を検知すると、充電び完了 
していな<てもランプ（赤）び消な 
することびあります。 

- 低温時（約1日で切下） 

-高温時（約35む切上） 

-巧電式電池に問題びある場合 
この場合、上記の温度とならない環 
境で巧電を巧ってください。それで 
を問題び解決しない場合は、ソニー 
のネ目談窓 □ (裏表祇）にご相談くだ 
さい。 

ごま意 

• 長い間使わなかったとさは、充電式電池 
の持続時間び短 < なることびあ0ます。 

巧回か充放電を繰 D 返すと、充分に充電 
でをるよラにな0ます。 

•長期間使用しない場合、電池の劣化を防 
ぐため、 半年に1度充電を巧ってくださ 

い。 

• 長い間使わなかったとさは、充電時間び 
長 < かかる場合びあ0ます。 

• 使用可能時間び通常の半分ぐ6いに低下 
した場合は、充電式電池の寿命と考え6 
れます。充電式電池の交換については、 
お買い上げ店またはソニーの相談窓□(裏 
表紙）にご相談<ださい。 

• 急激な温度変化や、直射曰光、霧、砂、 
ほこ0や電気的な衝撃を避けて < ださい。 
また駐車中の車内には、絶対に放置しな 
いで < ださい。 

• キャ U ングケースとバソコンを接続中に 
バソコンび省電カモードになると、正し 
<充電されません。接続を行ラ前にバソ 
コンの設定を確認して<ださい。パソコ 
ンび省電カモードになると充電ランプは 
自動的に消灯します。この場合は、充電 
をや0直してください。 

•キャ U ングケースとバソコンは、付属の 
USB ケープルのみを使い、必ず直接つな 
いでください。 USB 八ブなどを経由して 
接続すると、正し<充電されません。 




使用可能時間* 

へッドセットの状態 

使用可能時間 

連続通信（音楽 

最大 3.5 時間 

再生時間を含む） 


連続待ち寅け 

最大400時間 


* 周囲の温度や使用状態にぶ0、上記の使 
用時間と異なる場合びあ0ます。 


へツド七ツトの電お巧量を確認 
ずる 

へツドセツトの電源を入れたとをに 
ランプ（青）び2回点滅し、その禮 
ランプ(ホ)び点滅します。ランプ(ホ) 
び点滅した回数で、電池残量を確認 
でをます。 


ランプ（ホ） 

電池残 量 

3回点滅 

満 

2回点滅 

中 

1回点滅 

減（要充電） 


キヤリジグケースの電お巧量を 
巧認ずる 

キヤ U ングケースの裏面にある鶏量 
確認ボタンを押すと、電池鶏量ラン 
プび点滅します。点滅したランプの 
数で、電池残量を確認でをます。 
ご注意 

キヤ U ングケース充電中は、電池残量を確 
認することはでさません。 


ランプ（数） 

電池残 量 

3回点滅 

お 

2回点滅 

中 

1回点滅 

減（票充電） 


ランプび3回点滅した状態で、最大 
約 2.5 回*ヘッドセットの満充電び 
可能です。 

* 周囲の温度や使用状態により、上記の使 
用時間と異なる場合びあります。 


歹寞量がほとんどな < なると 

ランプ（青）び点灯しまず。巧電式電池の 
残量び完全になくなると、ビープ音び鳴り、 
本機の電源び自動的に切れます。 
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ペアリングする 


ペアリングとは 

が U が00ホ機器では、あらかじめ、接 
続しよラとする機器を登録しておく 
必要びあります。この登録のことを 
ペア U ングといいます。 

一度ペア1」ングすれば、再びペア U 
ングずる必要はありませんび、切下 
の場合は再度ペア U ングび必要です。 
•修理を行ったなど、ペア U ング情 
報び消去されてしまったとさ。 

• 9台切上の機器をペア U ングしよ 
ラとしたとを。 

本機は8台までの機器をペア U ン 
グすることびでをます。8台分を 
ペア U ングしたあと新たな機器を 
ペア U ングすると、8台のなかで 
最横に接続した日時び最ちちい機 
器のペア U ング情報び、新たな機 
器の情報で上書をされます。 

• 接続相手の機器から、本機との接 
続履歴び削除されたと去。 

• 本機を初期化したとを。 

圖び;肖モさ 

れます。 


ペアリングの手順 

ペア U ングを巧う前に、ヘッドセッ 
卜び充分な電されているかどラかご 
確認ください。 (16. 18ページ） 

1 相手側 6山が〇〇か 機器を、へッ 
ドセットの1 m 似内に置く。 

2 ヘッドセットの電源び切れてい 
る状態で广（マルチフアンク 
シヨン）ポタンを巧し続け、ラ 
ンプ（青）とランプ（赤）び交 
ちに点滅した5離ず。 

へッ ドセットびペアリングモード 
に入ります。 

(初めてペア U ングを行ラと去や、 
本機を初期化した後などは約2秘 
間、それ ■Ul がは約7秒間押し続け 
ると、ペア U ングモードに入りま 
す。） 



ごミ主意 

5分 iU 内にペア U ングを完了しなかった場 
合、本機のペア U ングモードは解除され、 
電源び切れます。この場合、をラー度手順 
1から操作を行ってください。 
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3 相手測 Bluetooth 機器でペア 
リング操作を行い、本機を検索 
ずる。 

相手側 Blue 仿が h 機器の画面に、 
検出した機器の一覧び表示されま 
ず。本機は rXBA - BT 75」 と表示 
されます。 

rXBA-BT75J と画面に表示され 
ない場合は、もラー度手順1から 
操作を行ってください。 

で:ちき 

• 相手側 Bluetooth 機器の操作につい 
ては、お使いの機器に付属の取扱説 
日月書をご覧 < ださい。 

• 検出した機器の一賣び表示でさない 
Bluetooth 機器や、画面びない機器と 
ペアリングするときは、本機と巧手 
側 Bluetooth 機器の両方をペアリン 
グモードにして<ださし、巧手側 
6/ u が00ホ機器によってはこの操作で 
ぺアリングできる摇合びあります。 
このとき巧手側 Bluetooth 磯器のパ 
スキーび「0000」しソ外に設定されて 
いると、本機とペアリングすること 
びでさません。 

4 相手測 Bluetooth 機器の画面 
に表示されている rXBA - BT 75 J 
を選ぶ。 


5相手側 S/Ii が〇〇か 機器の画面 
でパスコード*の入力を要求さ 
れたら、「0000」を入力ずる。 

ランプ（青）びゆっくりした点滅 
(または2回点滅）に変わったら、 
ペア U ングの完了です。このとを、 
柜手側 Bluetooth 機器の画面に 
よっては「登録完了」などと表示 
されます。 

* バスキーは、バスコード、 PIN ]- ド、 
PIN ナンバー、パスワードなどと呼 
ばれる場合びあ0ます。 

ごま意 

相手側か U が00め機器によっては、パ 
スキーの入力を要求されない場合びあ 
0ます。お使いの機器に付属の取扱説 
明書をご確認 < ださい。 

6 相手側 s/ti が〇〇か 機器で 
Bluetooth 接続操作を行う。 

本機び相手側 Bluetooth 機器を最 
後に接続した機器として記憶しま 
す。 

また、相手側が U が0がわ機器に 
よっては、ペア U ングび完了する 
と自動的に本機と Bluetooth 接続 
した状態になる場合びあります。 

クヒント 

• 複数の Bluetooth 機器とペア U ングする 
には、ペアリングしたい機器ごとに手順 
1 〜5を繰り返してください。 

• 本機とペアリングした Bluetooth 機器の 
'盾報をすべて削除するには、「本機を初期 
化する」 （36 ページ）をご賣ください。 
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本機を装着する 

® の印の付いた方を右耳に、のの印 
の付いた方を左耳に付けて<ださい。 
J V ンガーびねじれないよラに装着し 
て < ださい。 


1ヘッドセットを下図のよラに持 
ち、バンガーをちの形になるよ 
ラに曲げる。 



2八ンガーを耳の後ろにかけなび 
ろ、 本体を耳に装着ずる。 


3本体を上下左ちに動かして、お 
さまりの良い位置に調節ずる。 


4パンガーが耳にぴったりと沿ラ 
よラに調節する。 


•をヒント 

下図のよラに、ちの根元をノ V ンガーと本 
体で挟み込むよラに押さえると、ヘッド 
セットび安定します。 
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イヤーピースの正しい装着方法 


イ ヤーピースび 耳に フイット してい 
ないと、低音び聞こえないことびあ 
ります。より良い音質を楽しんでい 
ただ<ためには、イ ヤーピースの サ 
イズを交換したり、おさまりの良い 
位置に調藝するなど、ぴったりちに 
装着させるよラにしてください。 

お買い上げ時には、 M サイズび装着 
されていまず。サイズび耳に合わな 
いと感じたとさは、付属の L サイズ 
や S サイズに交換してください。 


イヤーピースを付けるとまは 

イヤーピースびはずれて耳に鶏らな 
いよラ、イヤーピースを交換すると 
をは、ヘッドセットにしっかり取り 
付けてください。 



ス:ネ育 

イヤーピースは本機専巧でず。他の機器に 
使用しないで < ださい。 


イヤーピースをはずずとをは 


ヘッドセットを片手で押さえ、をラ 
一方の手でイヤーピースを軸ごとね 
じりなびらはずします。 



ぐヒント 

イヤーピースび滑りやず<はずしにくいと 
さは、乾いた柔らかい巧で<るむとはずし 
やす < なります。 
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Bluetooth 機能のランプ表巧 


機器検索中 


接続待ち 

回- 

接続動作中 

回- 

HFP / HSP または 

A 2 DP の接続（が通話 
時または非音楽再生 
時） 

图 • - • - 

回- 

HFP/HSP と A 2 DP の 
同時接続（非通話時ま 
たは 非音楽再生時） 

图 • - • - 

回- 

再生時 

国 M - mm - 

回- 

再生時 

( HFP / HSP で待ち受け 

中） 

国 ••• - ••• - 

回- 

着信中 

回- 

通話中 

m — - •• - 

回- 

音楽再生中の通話 

圆 ••• - ••• - 

回- 


状態 I 点滅パターン 


残量がほとんどな<なると 

ランプ清）で行われていたが U が00か機能のランプ表示び、ランプ（ホ）での表示に変ね 


固：ランプ清) 
间：ランプ啸) 


ペアリング I 接続動作 


接続済み 













操作 


音楽を聞< 




+/- ポタン 


本機は SCMS-T ち式のコンテンツイ呆 
護に対応していまず。 SCMS-T 方式 
対応の携帯電話やワンセグ TV などの 
音楽（または音声）を、本機で聞く 
ことびでをます。 

機器の操作をはじめる前に、拟下の 
点をご確認ください。 

-送信側 Bluetooth 機器の電源び 
入つている。 

-本機と送信側 Bluetooth 機器のぺ 
ア U ングび完了している。 

-送信側 Bluetooth 機器び音楽送信 
機能に対応している（プ□ファイ 
ル； A2DP*)。 

1本機の電源び切れている状態 
で、ぐ (マルチファンクシヨン） 
ボタンを約2砂間巧し続け、ラ 
ンプ情)が 2 回点滅した 5 離す。 

電源び入り、ランプ（青）びゆつ 
くりした点滅（または2回点滅） 
に変わります。 


巧：ち音 

電源を入れたあと、本機は前回接続し 
た Bluetooth 機器に HFP または HSP 
で自動的に接続しよラとします。本機 
で通話をしない場合は、前回接続した 
Bluetooth 機器を HFP または HSP の接 
続待ち状態にしないで<ださレ。音楽 
再生中に通話ちする場合は、3日ページ 
をご覧 < ださい。 

2 送信側 s / ti が〇〇か 機器で 
Bluetooth 接続操作を行う 

(A2DP )。 

送信側 Bluetooth 機器の操作につ 
いては、お使いの機器に付属の取 
扱説明書をご覧ください。 

3送信側 S/U が〇〇か 機器の再生 
を始める。 



(マルチファンクシヨン）ボタンを巧し 
本機から送信側 Bluetooth 機器へ 
A 2 DP の Bluetooth 接続をすることもでき 
ます。ただし、本機で通話をしていると定は、 
广 (マルチファンクシヨン）ボタンを巧し 
ても A 2 DP の Bluetooth 接続はできません。 

ス''辛き 

• 本機と送信側 Bluetooth 機器を、 HSP で 
Bluetooth 接続して音楽を再生した場合、 
本機で高音質の音楽を間くことびで定ま 
せん。送信側か U が00か機器を操作して、 
A 2 DP の Bluetooth 接続に切り換えてく 
ださい。 

• A 2 DP の Bluetooth 接続中に本機の電源 
を切ったあと、再度 A 2 DP の Bluetooth 
接続を行ラ場合は、ちう一度手順1か6 
操作を行ってください。 

* プ□ファイルについて詳しくは、10ぺ一 
ジをご覧ください。 

巧のぺージにつづく 
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音量を調節ずるには 

音楽を再生しているとをに、 +/- 
ボタンをル刻みに押して音量を調節 
します。 

送信側 Bluetooth 機器で音量を調節 
することちでをます。 

クヒント 

•送信側加が00か機器によつ口ま、接続 
した機器側でも音量の調節び必要な場合 
びあります。 

•本機は、音楽を聞くときの音量と通話す 
るとさの音量を、それぞれ調整すること 
びで定ます。通話中に音量を変えてち、 
音楽再生時の音量は変わりません。 


巧いおわるには 

1送信側 fi/uetoo か 機器を操作 
して、 S/li が〇〇が! 接続を切断 
ずる。 

2本機の广（マルチフアンクシヨ 
ン）ボタンを約 2 秒間巧し続け、 
ランプ（青）び点打した 5 離ず。 

本機の電源び切れ、ランプび消な 
します。 

クヒント 

• 送信側如が foo か機器の種類によっては、 
音楽の再生を終了すると、自動的に 
Bluetooth 接続を切断する場合びあ0ま 
す。 

• 音楽再生中に音び途切れたりする場合は、 
「音楽再生中に音び途切れやすい」 （35 
ページ）をご覧ください。 


送信側が lie かが/!機器を操 
作する - AVRCP 

送信側 Bluetooth 機器び機器操作機 
能（対応プ□ファイル： AVRCP ) に 
対応している場合は、本機のボタン 
で、を信側 Bluetooth 機器の操作び 
でさることびあ0ます。 

で:手き 

送信側 Bluetooth 機器の対応機能について 
は、お使いの機器に付属の取扱説明書をご 
確認 < ださい。 


再をずる 

一時停止中に广（マルチフアンクシヨ 
ン)ボタンを押します。再生中に广(マ 
ルチフアンクシヨン）ボタンを押す 
と、再生を一時停止します。 

曲送り/®戻しをずる 

再生中または停止中に—ボタン 
を押し続け、アラーム音び聞こえた 
ら離します。 

+ボタンは曲送り、ーボタンは曲戻 
しをします。 

早ちり/早戻しをずる* 

再生中または停止中に十/ーボタン 
を押し続け、早送りまたは早戻しの 
再生音び聞こえたら離します。 

+ボタンは早送り、—ボタンは早戻 
しをします。 

* 送信側則が too か機器によっては、連続 
巧送 D / ffl 戻しをします。また、操作に 
対応していない場合びあ0ます。 

な ヒント 

送信側 Bluetooth 機器によっては上記の操 
作で巧戻しびでさない機器びあります。そ 
の場合はアラーム音で指を離し、すぐに一 
ボタンをちラ]度巧ずと巧戻しびで定る場 
合びあります。 
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通話する 




+/—ボタン 


Bluetooth 対応携帯電話からの通話発 
信に対応しています*。 

機器の操作をはじめる前に、拟下の 
点をご確認ください。 

-携帯電話の Bluetooth 機能び有効 
になっている。 

-本機と Bluetooth 対応携帯電話の 
ペア U ングび完了している。 

* 本機から直接通話発信することはでさま 
せん。 

1本機の電源が切れている状態 
で、广（マルチフアンクシヨン） 
ボタンを約2秒間巧し続ける。 

ランプ（青）び2回点滅し、電源 
び入ります。電源び入ると、前回 
接続した Bluetooth 対応携帯電話 
へ自動的に接続します。 


本傑び Bluetooth 巧応房帯電 
話へ自動的に接続しないとをは 

18山が〇〇が! 対応携帯電話で 
Bluetooth 接続操作を行う 
(HFP または HSP *)。 

Bluetooth 対応携帯電話の操作に 
ついては、お使いの携帯電話に付 
属の取扱説明書をご覧ください。 
検出した機器の一覧び、 

Bluetooth 対応携帯電話の画面に 
表示されます。本機は rXBA - 
BT 75」 と表示されます。 

HFP と HSP の両方に対応した 
Bluetooth 対応携帯電話をご使用 
になるときは、 HFP をご使巧くだ 
さい。 

* プ□ファイルについて詳しくは、10 
ページをご覧ください。 


次のページにつづ< 
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電話を受けるには 

着信びあると、本機から着信音び聞 
こえます。 

1 r (マルチフアンクシヨン）ボ 
タンを巧して、電話を受ける。 

本機から聞こえる着信音は、携帯 
電話によって UTF のよラに異なり 
ます。 

-本機の着信音 
-携帯電話の着信音 

-携帯電話の Bluetooth 接続専用 
の着信音 

巧:ちき 

携帯電話のボタンを押して電話を愛けた場 
合、機種にぶっては、携帯電話での通話び 
優先されることびあ0ます。この墙合、本 
機のグ* (マルチフアンクシヨン）ボタンを 
約2砂間巧し続けるか、携帯電話を操作し 
て、音声通信を本機に切0換えて <ださい。 
携帯電話側での操作について詳し<は、お 
使いの携帯電話に付属の取扱説明書をご覽 
ください。 


音量を調節するには 

+/- ボタンをル刻みに巧します。 

なヒント 

• 通話待ち受け中に音量を調節することは 
でをません。 

•本職は、通話するときの音量と音楽を間 
<とさの音量を、それぞれ調整すること 
びでさます。音楽再生中に音量を蜜えて 
ち、通話時の音量は蜜ね0ません。 

電話を切るには 

本機ので-(マルチフアンクシヨン） 
ボタンを巧して、通話を終了します。 

ほい終わるには 

1 fi/iictoo か 対応携帯電話を操 
作して、 fi/li が〇〇が! 接続を切 

断する。 

2广（マルチフアンクシヨン）ボ 
タンを約 2 秒間巧し続け、ラン 
プ（青）び点灯した5離ず。 

ランプ（青）び消灯し、電源び切 
れます。 
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Bluetooth 巧応携帯電話を 
操作する - HFP、HSP 


携帯電話との接続には、 HFP または 
HSP のどちらかび使用されます。ど 
ちらのプ□ファイルび使われるかは、 
携帯電話によって異なり、対応する 
機能ち異なります。 

お使いの携帯電話に付属の取振説明 
書をご覧 < ださい。 


HFP 


状態 

1マルチフアンクシヨンポタン1 

短巧し 

長押し 

発信中* 

発信中断 

适話機器を本機 
または携帯電話 
へ切 D 換え 

着信中 

応答 

拒否 

通話中 

通話終了 

适話機器を本機 
または携帯電話 
へ切 D 換え 


* 携帯電話か6の操作のみ巧能です。 


HSP 


状態 

1マルチフアンクシヨンポタン1 

短巧し 

長押し 

発信中*’ 

発信中酣 >2 

— 

着信中 

応答 

— 

通話中 

通話終了*2 

本機の電源切 


携帯電話か6の操作のみ巧能です。 
携帯電話の機種にぶっては、操作に対応 
していない場合びあ D ます。お使いの携 
帯電話に付属の取扱説明書をご覧 < ださ 
い。 
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音楽再を中に通話をする 


音楽再生中に通話をするには、 A 2 DP 
だけではな< HFP または HSP での 
が uetoo ホ接続ち必要です。例えば、 
Bluetooth 対応音楽プレーヤーで音楽 
を再生中に Bluetooth 対応携帯電話 
で通話をしたいと去は、本機とお使 
いの携帯電話び HFP または HSP で 
Bluetooth 接続されている必要びあり 
ます。 

次の手順で本機とお使いの機器を 
Bluetooth 接続しておきまず。 

1「通話ずる J (27 ページ）の手 
順に従って、本機とお使いの携 
帯電話を HFP または HSP で 

Bluetooth 接続ずる。 

2 音楽を再生ずる fi 山が〇〇が! 機 
器（音楽プレーヤーや携帯電話 
など）を操作して、 A 2 DP で本 
機と Bluetooth 接続ずる。 


着信びあってを本傑か6着信音 
び聞こえないとまは 

1再生中の音楽を停止する。 

2着信音が鳴った6、广（マルチ 
フアンクシヨン）ボタンを巧し 
て、通話を開始ずる。 


音楽巧を中に電話を受けるには 

着信びあると音楽び一時停止し、本 
機から着信音び聞こえます。 

1 广 （マルチフアンクシヨン）ボ 
タンを巧して、通話を開始する。 

通話び終了したら、广（マルチ 
フアンクシヨン）ボタンを押しま 
す。 

本機び音楽再生に戻ります。 
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その他 


本機を廃棄する 


锡 

Li-ion 


機器に内蔵されている充電式電池は U サイクルでをます。この充電 
式電池の取り外しはお客様自身では行わず、「ソニーの相談窓□」 
にご相談<ださい。（「ソニーの相談窓□」の連總先は裏表紙に記 
載されています。） 
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ほ用上のご注意 

Bluetooth 通信について 

• Bluetooth 無線技術ではおよそ10 m 程度 
までの距離で通信でさますび、障害物（人 
体、金属、壁など）や電波状態によって 
通信有効範囲は変動します。 

• 本機のアンテナは、下記の図の点線で示 
した部分に内蔵されています。接続ずる 
Bluetooth 職器と本機のアンテナとの間 
に障害物が入らないよラにすることで、 
Bluetooth 通信の感度は向上します。 
接続ずる機器のアンテナ部と、本機内蔵 
アンテナ部分との間に障害物などび友る 
場合、通信距離び短くなります。 


内蔵アンテナの位置 



• かり が 00か通信は iU 下の状況において、 
通信感度に影響を及ぼずことびあります。 
-本機とか リが〇〇 ホ機器の間に人体や金 
属、壁などの障害物びある場合 
-無線 LAN び構襲されている場所や、 
電子レンジを使巧中の周辺、その他電 
磁波び発生している場所など 
• が uefoo か機器と無撤 LAN ( IEEE 802.1 1 b / 
g ) は同一周波数帯 （2.4 GHz ) を使用す 
るため、無線 LAN を搭載した機器の近辺 
で使用すると、電波干渉び発生し、通信 
速度のほ下、雑音や接続不能の原因にな 
る場合びお0ます。この場合、次の対策 
を行ってください。 


-本機と如がわ0か機器を接続するとさ 
は、無線 LAN から10 m iU 上離れた 
ところでラ。 

-10 miU 内で使用する場合は、巧線 
LAN の電源を切る。 

-本機とが U が00か機器をでさるだけ近 
付ける。 

•抓/が00か機器び発生する電波は、電子 
医療機器などの動作に影響を与える可能 
性びあ0ます。場合によっては事故を発 
生させる原因にな D ますので、巧の場所 
では本機および Bluetooth 磯器の電源を 
切って < ださい。 

-病院内/電車内/航空機内/ガソリン 
スタンドなど引火性ガスの発生する場 
所 

-自動ドアや火災報知機の近く 

•本機は、 6/ ue の0かお線技術を使用した 
通信時のセキユ U ティーとして、 
Bluetooth 標準規格に準拠したセキユリ 
ティー機能に対応していますび、設定内 
容などによってセキユ U ティーび充分で 
ない場合びあ0ます。 

Bluetooth 通信を斤う際はごを意くださ 
い。 

• がりが00か通信時に情報の漏'巧び発生し 
ましてち、当社は一切の責任を負いかね 
ますので、あ6かじめご了承<ださい。 

• 本概はすべてのが U が00か磯器との 
Bluetooth 接続を巧証するちのではあり 
ません。 

-接続するがりが 00 か機器は 、 Bluetooth 
S にの定める Bluetooth 標準規格に適 
合し、認詔を巧得している必票びあり 
ます。 

-接続する機器び上記 Bluetooth 標準規 
格に適合していてち、機器の特性や仕 
様によっては、接続でさない、操作方 
法や表示-動作び異なるなどの現象び 
発生する場合びあります。 

-ハンズフ1」一通話中、接続機器や通信 
環境により、雑音び入ることびありま 
す。 

• 接続する概器によっては、通信びでさる 
よラになるまで時間びかかることびあ0 
ます。 
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静電気に関ずるご注意 

空気び乾燥する時期に耳にピリピ U と痛み 

を感じることびありますび、これはヘッド 

セットの故障ではな<人体に蓄積される静 

電気によるちのです。静電気の発生しにく 

い天然素材の巧服を身に着けていただ<こ 

とによ D 影響び軽減されます。 

その他のごミ主意 

•湿気やほこ D 、 巧煙、湯気のをい場所、 
直射曰光の当たる場所や停車中の車内な 
どには置かないで<ださい。故障の原因 
とな0ます。 

• 携帯電話でご使用の際、電波状況、場所 
の影響によ0、ご使用でをない場合びあ 
ります。 

•本機は、力を加えた0重さを加えた0し 
たまま長時間放置すると、変形してしま 
ラおそれびあ0ます。保管するとをは、 
変形しないよラにしてください。 

• 落とした0ぶつけた0などの強いシヨッ 
クを与えないで < ださい。 

• 巧れは、乾いた柔6かい布でふを取って 
ください。 

•水びかからないよラご注意<ださい。本 
機は防水仕様ではありません。特にが下 
の屬合ご注意 < ださレ。 

-洗面所などでポケットに入れての使用 
身体をかびめたときなどに落として水濡 
れの原因となる場合びあります。 

-雨や雪、湿度のをい場所での使巧 
-汗をかく状況での使用 

濡れた手で軸ったり、汗をかいた巧服 
のポケットに入れると水濡れの原因と 
なる場合びあ0ます。 

• ほかに疑問点や問題点びある場合は、ち 
ラー度この取扱説明書をぶ < 読んでから、 
ソニーの相談窓 □ (裏表紙）またはお買 
い上げ店にご相談ください。 


キヤリングケースのふたがはずれて 
しまったとをは 

キヤ1」ングケースの成たびはずれてしまっ 
たとをは、下記の図のよラに取り付けてく 
ださい。 



イヤーピースは消耗品です。紛失-破損 
した場合は、お買い上げ店、またはソニー 
の相談窓 □ (裏表紙）にご相談ください。 
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が障かな？と思った 6 

修理にお出しになる前に、再度の点検と、ホームページのサポート情報を確認 
してください。それでも正確に動作しないときは、お買い上げ店またはソニー 
サービス窓□、ソニーの相談窓 □ (裏表紙）にお問い合わせ<ださい。 


共通 

電源び入6ない 

-► 本機を巧電ずる。長期間使用しない場 
合、電池の劣化を防ぐため、半年に1 
度充電を斤ってください。 

一巧電中は電源を入れることびできませ 
ん。 US 目ケーブルをキャ I 」ングケース 
からはずし、電源を入れる。 

ペア y ングでさない 

一本機とか U が00ホ磯器をなるべく近付 
けてからペアリングを行う。 

Bluetooth 接続びできない 

一本機の電源び入っているか確認ずる。 

一相手側か U が00か機器の電源び入って 
いて Bluetooth 機能び有効になってい 
ることを確認ずる。 

-► 本機に巧手側か U が0がわ機器との接続 
履歴び残っていない。ペアリングび完 
了したらすぐに、相手側か uetoor わ磯 
器で Bluetooth 接続を行ラ。 

-► 本機または相手側か ue めがわ機器びス 
U — プ状態になっている。 

-► が U が00ホ接続び切断されている。 

ちう一度 Bluetooth 接続を開姑する。 
(音楽を聞く場合： 25ぺージ参照、通 
話する場合： 27ぺージ参照） 

音びひずむ 

-► 本機やか U が00ホ機器の周辺に 2.4 
GHz 帯の周波数を使用する無線や電子 
レンジなどの機器びないか確認する。 


通信距就びおい（音青び途切れ 
る） 

-► 巧撒 LAN やが ue り0か機器、電子レン 
ジを使用している場所など、電磁波を 
発生する機器びある場合は、その機器 
から離れて使用する。 

-► 本機のアンテナ （32 ページ参照）を相 
手側 6/ U が00か機器のち向へ向け、障 
害物で遮らないよラにする。 

本機を操作でをない 

-► 本磯を1」セットする（この操作をして 
も、ペアリング情報は削除されません)。 
ク U ップなどの細い棒を巧へ差し込み、 
ボタンの感触びあるまで押す。 


資 
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巧電するとを 
巧電でまない 

-► US 目ケーブルびキヤ U ングケースおよ 
びバソコンとしっかり接続されてレる 
か確認する。 

-► 左ちのへッドセットびキヤ U ングケー 
スに正しく収納されてし'!るか確認する。 

-► キトリングケースの成たが閉まってい 
るか確認する。 

-► バソコンの電源び入っているか確認す 
る。 

-► バソコンびスタンバイ（ス U - プ)、化 
止状態に入っていないことを確認ずる。 

-► USB 充電 AC 電源アダプターを用いて 
充電する場合は、巧契の AC - U 日 01 AD 
(別売）を使巧しているか確認する。 

巧電時間が長い 

-► キト I 」ングケースとバソコンび USB 八 
ブなどを経由せずに直接つなびってい 
るか確認ずる。 

キヤリングケースびパソコンに 
認識されない 

-► USB ケーブルびきちんとバソコンの 
US 目ポートに接続されていない 。 USB 
ケープルを一度はずしてから、接続し 
なおす。 

-► キヤリングケースとパソコンび USB 八 
ブなどを経由せずに直接つなびってい 
るか確認する。 

-► 接続しているバソコンの USB ポートに 
問題びある可能性びある。バソコンに 
別の USB ポートびあれば、そのポート 
に接続しなおず。 

-► 上記に当てはまらない場合は、 USB 接 
続をしなおす。 

音楽を聞<とを 
音び出ない 

-► 本機と送信側が U が日〇か機器の電源び 
入つているか確認する。 


-► 本機とを信側か U が00ホ機器び、 A 2 DP 
で抓がわ0か接続されていない。 A 2 DP 
でが U が00か接続をする。口5ぺージ 
識負） 

-► 送信側が U が00か機器で、音楽が再を 
されているか確認する。 

-► 本機の音量びかさすざないか確認する。 

-► 接続した機器側で音量を調節する必要 
びある場合は、接続した機器で音量を 
上げる。 

-► 本概と送信側が U が00か機器を再度ぺ 
ア1」ングする。 （20 ぺージ参照） 

音びかさい 

-► 本機の音量を上げる。 

-► 接続した機器側で音量を調節する必要 
びある場合は、接続した機器で音量を 
上げる。 

音質び悪い 

-► 本機と送信側が U が00か機器び 、 HSP 
での Bluetooth 接続になってレるとさ 
は、送信側 Bluetooth 機器を操作して、 
A 2 DP での Bluetooth 接続に切り換え 
る。 

音楽再を中に音び途切れやずい 

-► 6/ u が00か機器から送信している音楽 
のビットレート設定と、ご使用環境と 
の組み合わせにぶって、本機の受信状 
態び不安定になっている場合びあ0ま 
す。*’ 

いったん送信側 Bluetooth 機器から 
A 2 DP の Bluetooth 接続を切り、本機 
の電源び切れている状態で、-ボタン 
を巧しなびら/> (マルチファンク ショ 
ン）ボタンを約2砂巧し続けて電源を 
入れ、ランプ（ホ）の電池残量表を後 
にランプ（青）び1回点滅してか5離 
すとサウンドクオ U ティび 「 Standard 」 
に変更され、本機で受信でをるビッ h 
レートの設定び下び D ます。* 2 

*1 ビットレートとは、1秒あたりのデータ 
伝さ量を表す数値です。一般的にビット 
レートび高いほど、音質び良くなります。 
本機は、高いビットレートで音楽をを信 

なのぺージにつづく 
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できますび、ご使用環境によっては音び 
途切れやずレ場合びあります。 

ご使巧の環境によっては、上記の操作で 
音の途切れび改善されない場合ちお0ま 
す。設定を 「High quality 」 に戻すには、 
本機の電源び切れている状態で、+ボタ 
ンを巧しなび5 /•—(マルチファンクシヨ 
ン）ボタンを約2秒押し続けて電源を入 
れ、ランプ（ホ）の電池残量表示後にラ 
ンプ清）び2回点滅してから離します。 


ほ話するとを 


通話巧手の再び聞こえない 

-► 本機とか U が00ホ対応携帯電話の電源 
び入っているか確認する。 

-► 本機とか U が00か対応携帯電話び 
Bluetooth 接続されていない。 

HFP 、 もしくは HSP で抓がの0か接続 
をする。 （27 ぺージ参照） 

一が u が00か対応携帯電話の音声設定び、 
通話中に本機を使うようになっている 
か確認する。 

一本機の音量びルさすぎないか確認する。 

時 Bluetooth 対応携帯電話で音量を調節 
する必票びある場合は、音量を上げる。 

一本機で音楽を聞いているときは再生を 
停止して、本機のマルチファンクシヨ 
ンボタンを巧して着信に応答ずる。 

通話巧手か5の青びかさい 

-► 本機の音量を上げる。 

一 Bluetooth 対応携帯電話で音量を調節 
する必票びある場合は、音量を上げる。 


本機を初期化する 

音量調節などを工場出荷時の設定に 
戻し、すべてのペア U ング情報を削 
除します。 

1本機の電源び切れている状態 
で、ぐ (マルチフアンクシヨン） 
ボタンを1日砂 1 U 上巧し続ける。 

10秒しツ上押し続けるとランプ 
(青）び点むし、巧砂上巧し続 
けるとランプ（青）び4回点滅し 
て本機び工場出荷時の設定に戻り 
ます。 

すべてのペア I 」ング情報び削除さ 
れます。 
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保証書と アフターサービス 


保証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お受け取り< 
ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切になをしてください。 
• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちう一度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いとさは 

お買い上げ店またはソニーの相談窓 □ (裏表紙）にご相談ください。 


保証期間中の修理は 

イ呆話書の記載内容に基づ’いて修理させていただをます。詳しくはな罰書をご覧 
<ださい。 


保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただき 
ます。 

部品の保有期間について 

当社ではワイヤレスステレオへツドセツトの補修用性能部品（製品の機能を維 
持するために必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有しています。ただし、 
故障の状況その他の事情により、修理に代えて製品交換をする場合びあります 
のでご了承ください。 
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まな仕様 

概要 


通信方式 

Bluetooth 標準視陷 Ver . 3.0 

出力 

Bluetooth 標準規格 Power Class 2 

最大通信距離 

見通し距請約 10 m *' 

使用周液数帯域 

2.4 GHz 帯 (2.4000 GHz - 
2.4835 GHz ) 


通信距離は目ちです。周囲環境によ0通 
信距離び変わる場合びあ0ます。 

* 2 6/ u が 00 かプ□ファイルとは 、 Bluetooth 
機器の特性ごとに機能を標準化したちの 
です。 

音声圧縮変換ち式のこと 
Subband Codec の略 


変調方式 

FHSS 

対応 S 山が〇〇が！ プ□ファイルが 

A 2 DP (Advanced Audio Distribution 
Profile ), AVRCP (AudioVideo Remote 
Control Profile ), HFP ( Hands-free 
Profile ), HSP (Headset Profile ) 

対応コーデックが 

SBC*^ 


巧応コンテンツ保護 

SCMS - T 方式 

伝送帯域 (A2DP) 

20 Hz - 20,000 Hz (44.1 kHz サンプ U ング 
時） 


同捆物 

へッドセット （1) 

バッテ U — 内蔵キヤ U ングケース （1) 
イヤーピース S (2)、 M (2)、 L (2) 
USB ケープルり） 

キヤ U ングポーチ （1) 

取扱説明書（本書} (1) 

その他印刷物一式 

推奨アクセサリー 

USB 巧電 AC 電源アダプター： 
AC - U 501 AD (別売） 
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ワイヤレスステレオヘッド USB 巧電のパソコン巧奨摄 

セット 境 


電源 

DC 3.7 V ：内蔵 U チウムイオン巧電式電池 

質量 

約21 g 

許容動作温度 

5 む〜35む 

レシーバー部 

お式 

密閉バランスド-アーマチュア型 

ドライバー ユニット 

バランスド- アーマ チ ュア 

再生周波数帯域 

14 Hz -24,000 Hz 

マイク部 

型式 

MEMS 型 

指向特性 

全指向性 

有効周波数帯域 

100 Hz - 4,000 Hz 


iU 下の OS び標準インストールされており、 
USB ポートび標準装備されたバソコン 
• 下記環境をおたずずべてのバソコンで動 
作を巧証ずるちのではありません。 

• 日本語版標準インストールのみ。 

• 自作バソコンは動作な証対象列です。 

— Windows ® をお使いの場合 
Windows ® 7 Starter/Home Premium 
/Professional / Ultimate 
Windows Vista ® ( SP 2 攻齡 

Home Basic / Home 
Premium / Business / 
Ultimate 
Windows ® XP ( SP 3 LU 降） 

Home Edition / 
Professional / 

Media Center Edition 
2004 / 

Media Center Edition 
2005 

一 Macintosh をお使いの場合 
Mac 日 S X い（ージヨン1 0.3 政降} 

Microsoft および Windows、Windows 
Vista は、米国 Microsoft Corporation の 
米国およびその他の国における登録商標、 
または商標です。 

Macintosh . Mac OS は、米国および他の 
国々で登録された Apple Inc . の商標です。 

本磯の仕様およびが観は、改良のため予告 
なく変更することびありますび、ご了承く 
ださい。 
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ソニーの相談窓□のご案内 

本職についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるとさのご相談につ 
いては、下記のお問い合わせ先をご利用 <ださい。 

ホー ムぺ ージで 調べるには 

一 AV 関連商品■アクセサ|」ーカスタマーサポートへ 
( http :// www . sonv . co . jp / av - acc ) 

Bluetooth アクセヴ U — 商品に関する最新サボート|隋報や、よ< あるお問い 
合わせとその回答をご案内していまず。 

電話- FAX でのお問い合わせは 

ーソニーの相談窓□へ（下記電話 -FAX 番号） 

• お問い合わせの際は、次のことをお知6せ<ださい。 

セツト本体に関ずるご質問時： 

-型名： XBA-BT75 

-製造（シリアル）番号：本体裏側のラベルに記載 
-ご相談内容：でさるだけ詳し< 

一お買レ上げ年月日 

接続に関するご質問時 

質問の内容によっては、本機に接続される機器についてご質問させていただ< 
場合びあ0ます。事前にわかる範囲でご確認いただを、お知6せ<ださい。 


製品登録のおすすめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のヴポートの充実を図るため、 
製品登録をお願いしております。詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。 

バソコンから 

http://www.sony.cojp/avD-regi/ 

携帯電話か5 

2;欠元コード対応のカメラつ定携帯電話の読み取り機能で 
ご利巧 < ださい。 

http :// reg . msc . m . sonv . jp / avp / 



よくあるお問い合わせ.窓□受付時間などはホームベージをご活用ください。 http://www.sony.co.jp/support 



フリーブイヤル . 01 20-333-020 


携帯電話' PHS.- 部の IP 覃お 0466 -31-251 1 


フ U -ダイヤル . 01 20-222-330 

巧帯里話’ PHS ' —部の IP 空話' 0466-31 -2531 

※取扱說巧塞 'u モコンまの廣入巧該はこち 5 へおおい合わ e< ださい。 


FAX は近）01吕 0-333-3 的 
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